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（８）キャットエリア 

①ローエレメント〔屋外〕 

１）ワイルドウージー（人の字バランス）〔キャットエリア〕 

□ このエレメントは特殊なスポッティングが必要なため、十分経験のあるも

の以外、使用すべきでない。 

□ このエレメントのワイヤーは倉庫に収納されている。使用後も取り外し、

倉庫に収納する。 

□ このエレメントはトラストシーケンスを終えてから実施すること。 

□ 手を組むときは、指を絡ませないようにする。 

 

２）全方向ジャイアントシーソー〔キャットエリア〕 

□ 斜面になっているので移動時、転落などに注意する。 

□ プラットホームの状態を確認して、活動内容を考慮する。 
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②ハイエレメント〔屋外〕 

１）キャットウォーク〔キャットエリア〕 

□ 下降する時は、キャンプ場側に下降する。チャレンジャー２人で実施する

場合も同じ方向（キャンプ場側）に下降する。 

□ チャレンジャー２人で実施する場合は、ビレイロープが絡まないように、

すれ違う方向を指示する。 

□ 隣接しているエレメントの稼働状況を考慮する。 

 

２）パンパープランク〔キャットエリア〕 

□ このエレメントは、ビレイ用ポールを使用する特殊なビレイ方法のため、

十分経験を積み実施する。 

□ ジャンプするときには、チャレンジャーにビレイロープを持たないよう指

示する。 

□ 隣接しているエレメントの稼働状況を考慮する。 

□ ハーネスはユニバーサルハーネスとチェストハーネスの組合せを使用し、

バッククリップでセットする。 

□ ビレイロープは、チャレンジャーの動きを妨げない範囲で最小限の緩みに

する。 

 

３）クワドロフィニア〔キャットエリア〕 

□ このエレメントは特殊なビレイが必要なため、十分経験を積み実施する。 

□ ビレイはフロントグリップで実施する。体格によりチェストハーネスを併

用する。 

□ 支点用ワイヤーケーブルからのビレイシステムには、スチールカラビナを

使用する。 

 

４）ビルマブリッジ（つり橋わたれ）〔キャットエリア〕 

□ 下降する時は手すり用ロープに留意する。 

 

５）ハイワイルドウージー（人の字バランス）〔キャットエリア〕 

□ ビレイシステムが２組で移動していくため、ビレイロープ同士の絡みに注

意する。 

□ チャレンジャーはパイレーツクロッシング（おっかなびっくり）側から上

がる。 

□ 手を組むときは指を絡ませないようにする。 

□ ハーネスはユニバーサルハーネスとチェストハーネスの組合せを使用し、

バッククリップでセットする。 
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６）パイレーツクロッシング（おっかなびっくり）〔キャットエリア〕 

□ ビレイヤーはキャンプ場反対の方からビレイすること。後ろが狭くがけに

なっているため、転落に注意する。 

□ ビレイにはボールロックカラビナを使用する。 

 

７）ポストマンウォーク（平行ロープ）〔キャットエリア〕 

□ ビレイにはボールロックカラビナを使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


